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(57)【要約】
【課題】簡易な工程により防塵性能を向上させた内視鏡
撮像ユニットを提供する。
【解決手段】内視鏡撮像ユニット１０の積層体２４には
、撥水撥油性膜４０、微細凹凸膜４８、および帯電防止
層５０が含まれる。撥水撥油性膜４０により、水や油が
ＹＡＧレーザカットフィルタ１８の光入射面１８Ｓに付
着することが抑制され、さらに、微細凹凸膜４８によっ
て表面４０Ｓに微細な凹凸が形成されているため、塵埃
粒子の表面４０Ｓへの付着を防止できる。さらに帯電防
止層５０により、表面４０Ｓにおける表面抵抗が低減さ
れているため、塵埃粒子の付着はより確実に防止できる
。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　撮像素子と、
　レーザ光の前記撮像素子への入射を遮断するレーザカットフィルタと、
　前記レーザ光が入射する前記レーザカットフィルタの光入射面を覆う撥水撥油性膜とを
備えることを特徴とする内視鏡撮像ユニット。
【請求項２】
　前記撥水撥油性膜が、前記撥水撥油性膜を含む積層体の最も外側に設けられていること
を特徴とする請求項１に記載の内視鏡撮像ユニット。
【請求項３】
　前記撥水撥油性膜が、フッ素含有有機ポリマーを含むことを特徴とする請求項１もしく
は請求項２に記載の内視鏡撮像ユニット。
【請求項４】
　前記撥水撥油性膜の物理膜厚が０．４～１００ｎｍであることを特徴とする請求項１乃
至請求項３のいずれかに記載の内視鏡撮像ユニット。
【請求項５】
　前記光入射面を覆う帯電防止層をさらに有することを特徴とする請求項１乃至請求項４
のいずれかに記載の内視鏡撮像ユニット。
【請求項６】
　前記帯電防止層が、前記レーザカットフィルタ内に配置されていることを特徴とする請
求項５に記載の内視鏡撮像ユニット。
【請求項７】
　前記帯電防止層が、無機膜で形成されていることを特徴とする請求項５に記載の内視鏡
撮像ユニット。
【請求項８】
　前記帯電防止層に蓄積される電荷を放電するためのアース部材をさらに有することを特
徴とする請求項５に記載の内視鏡撮像ユニット。
【請求項９】
　前記撥水撥油性膜の表面に凹凸を形成するための凹凸膜をさらに有することを特徴とす
る請求項１乃至請求項８のいずれかに記載の内視鏡撮像ユニット。
【請求項１０】
　前記凹凸膜が、前記レーザカットフィルタと前記撥水撥油性膜との間に設けられている
ことを特徴とする請求項９に記載の内視鏡撮像ユニット。
【請求項１１】
　前記凹凸膜が、酸化ケイ素、アルミナ、アルミニウム水酸化物、亜鉛酸化物、および亜
鉛水酸化物の少なくともいずれかを含むことを特徴とする請求項９に記載の内視鏡撮像ユ
ニット。
【請求項１２】
　前記凹凸膜が酸化ケイ素により形成されていることを特徴とする請求項１１に記載の内
視鏡撮像ユニット。
【請求項１３】
　前記撮像素子に入射する光を透過もしくは反射する光学フィルタをさらに有することを
特徴とする請求項１乃至請求項１２のいずれかに記載の内視鏡撮像ユニット。
【請求項１４】
　前記光学フィルタが、視感度補正フィルタ、光学ローパスフィルタ、および赤外カット
フィルタの少なくともいずれかを含むことを特徴とする請求項１３に記載の内視鏡撮像ユ
ニット。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
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　本発明は、内視鏡撮像ユニットに関し、特に、撮像素子とフィルタを含む内視鏡撮像ユ
ニットに関する。
【背景技術】
【０００２】
　電子内視鏡装置においては、生体内の観察のみならず、レーザ光による患部の治療が可
能であるものが知られている。このような内視鏡装置においては、レーザ光が被検体で反
射して撮像素子に入射することによる画像の劣化を防止すべく、撮像素子の前面にレーザ
カットフィルタが設けられている（例えば特許文献１）。
【０００３】
　一方、内視鏡装置のスコープの先端には対物レンズが設けられている。そして、スコー
プの先端部に誤って加えられた衝撃等により対物レンズが破損すると、対物レンズを交換
する必要がある。対物レンズを交換する場合等において、混入する塵埃による悪影響を防
止するために、撮像素子を含むユニット、もしくは対物レンズ等を含むユニットをそれぞ
れ密閉構造にすることが考えられている（例えば特許文献２および３）。
【特許文献１】特開２００１－３１４３６７号公報
【特許文献２】特開平１０－２９５６３７号公報
【特許文献３】特開２０００－７５２１８号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　レーザカットフィルタは、通常、誘電体膜を含んでおり、静電作用により塵埃が付着し
易い。そして、微細な塵埃がレーザカットフィルタの表面に付着すると、フィルタ機能の
低下、生成画像の画質低下を招いてしまうおそれがある。
【０００５】
　そこで、スコープの先端部において、撮像素子とレーザカットフィルタ等を、密閉され
たユニット内に設けておくことが考えられる。しかしながら、この場合、スコープの内部
構造が複雑化し、簡易な工程で製造することはできず、さらに既存のフィルタ等をユニッ
ト化して防塵性能を高めることは困難である。また、密閉されたユニット内に含まれる一
部の部品のみの検査や交換はできないため、内視鏡装置の操作性が低下してしまう。
【０００６】
　そこで本発明は、簡易な工程により防塵性能を向上させた内視鏡撮像ユニットを提供す
ることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明の内視鏡撮像ユニットは、撮像素子と、レーザ光の撮像素子への入射を遮断する
レーザカットフィルタと、レーザ光が入射するレーザカットフィルタの光入射面を覆う撥
水撥油性膜とを備えることを特徴とする。
【０００８】
　撥水撥油性膜は、撥水撥油性膜を含む積層体の最も外側に設けられていることが好まし
い。撥水撥油性膜は、例えばフッ素含有有機ポリマーを含む。撥水撥油性膜の物理膜厚は
、０．４～１００ｎｍであることが好ましい。
【０００９】
　内視鏡撮像ユニットは、光入射面を覆う帯電防止層をさらに有することが好ましい。こ
の場合、帯電防止層が、レーザカットフィルタ内に配置されていることがより好ましい。
また、帯電防止層は、無機膜で形成されていることが好ましい。内視鏡撮像ユニットは、
帯電防止層に蓄積される電荷を放電するためのアース部材をさらに有することが好ましい
。
【００１０】
　内視鏡撮像ユニットは、撥水撥油性膜の表面に凹凸を形成するための凹凸膜をさらに有
することが好ましい。この場合、凹凸膜は、レーザカットフィルタと撥水撥油性膜との間
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に設けられていることが好ましい。凹凸膜は、例えば、酸化ケイ素、アルミナ、アルミニ
ウム水酸化物、亜鉛酸化物、および亜鉛水酸化物の少なくともいずれかを含む。そして凹
凸膜は、酸化ケイ素により形成されていることが好ましい。
【００１１】
　内視鏡撮像ユニットは、撮像素子に入射する光を透過もしくは反射する光学フィルタを
さらに有することが好ましい。光学フィルタは、例えば、視感度補正フィルタ、光学ロー
パスフィルタ、および赤外カットフィルタの少なくともいずれかを含む。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明によれば、簡易な工程により防塵性能を向上させた内視鏡撮像ユニットを提供で
きる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１３】
　以下、本発明の実施形態を、図面を参照して説明する。図１は、本実施形態における内
視鏡撮像ユニットが設けられたスコープの先端部を示す断面図である。
【００１４】
　本実施形態の内視鏡撮像ユニット１０は、電子内視鏡装置（図示せず）のスコープ２０
の先端に設けられている。内視鏡撮像ユニット１０は、ＣＣＤ１２（撮像素子）を有する
。電子内視鏡装置のプロセッサに設けられた光源（いずれも図示せず）から出射された照
明光が、スコープ２０の先端面２０Ｓから、被写体である体腔内に向けて出射される。
【００１５】
　被写体にて反射された照明光は、カバーガラス１４、対物レンズ群１６等を介してＣＣ
Ｄ１２の撮像面１２Ｓに到達する。この結果、ＣＣＤ１２では、受光した照明光により被
写体を示す画像信号が生成される。画像信号は、画像信号ケーブル２２を介してプロセッ
サに送られる。そしてプロセッサにおける画像信号の処理により、被写体像が生成される
。
【００１６】
　プロセッサには、ＹＡＧレーザを有するレーザ光源（図示せず）が設けられている。レ
ーザ光源から出射されたレーザ光は、スコープ２０の先端面２０Ｓから被検者の患部に照
射され、患部の治療に用いられる。このレーザ光が反射してＣＣＤ１２の撮像面１２Ｓに
入射することを防止するため、内視鏡撮像ユニット１０においてＹＡＧレーザカットフィ
ルタ１８（レーザカットフィルタ）が設けられている。ＹＡＧレーザカットフィルタ１８
によってレーザ光が遮断されるため、レーザ光が照射された患部の被写体像の画質は、良
好に保たれる。
【００１７】
　また、内視鏡撮像ユニット１０においては、ＹＡＧレーザカットフィルタ１８の光入射
面１８Ｓを覆う積層体２４が設けられている。積層体２４は、後述するように、ＹＡＧレ
ーザカットフィルタ１８の表面、特にレーザ光等が入射する光入射面１８Ｓに塵埃が付着
することを防止し、かつ付着した場合には塵埃を除去し易くするために設けられている。
【００１８】
　内視鏡撮像ユニット１０は、画像信号ケーブル２２と積層体２４とを連結するアース線
（アース部材）３２を含む。アース線３２は、積層体２４に含まれる帯電防止層（図示せ
ず）において蓄積される電荷、すなわち静電気を、画像信号ケーブル２２を介してプロセ
ッサ側に放電するために設けられている。
【００１９】
　また、内視鏡撮像ユニット１０には、ＣＣＤ１２の撮像面１２Ｓの前面側に、視感度補
正フィルタ２６、および赤外カットガラス２８（いずれも光学フィルタ）が設けられてい
る。ＣＣＤ１２に入射する光を選択的に透過、もしくは反射するこれらの光学フィルタは
、必要に応じて設けられる。
【００２０】
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　なお、内視鏡撮像ユニット１０は、保持筒３４により保持されており、保持筒３４の内
部に充填された封止剤３６によって位置ずれが防止されている。また、図１および以下の
図面では、積層体２４などの内視鏡撮像ユニット１０を構成する部材は、説明の便宜上、
厚さ方向、すなわちＣＣＤ１２の撮像面１２Ｓに垂直な方向に拡大して示されている。
【００２１】
　図２は、本実施形態における内視鏡撮像ユニット１０を拡大して示す断面図である。
【００２２】
　内視鏡撮像ユニット１０の最も外側の表面、すなわちＣＣＤ１２とは反対側の表面には
、撥水撥油性膜４０が設けられている。撥水撥油性膜４０は、水や油がその表面４０Ｓに
付着することを抑制する。この結果、以下のように、塵埃粒子の表面４０Ｓへの付着を防
止することができる。
【００２３】
　ＹＡＧレーザカットフィルタ１８の光入射面１８Ｓと球形の塵埃粒子との間で、以下の
式（１）で表される液架橋力Ｆ1が働く場合、塵埃粒子は光入射面１８Ｓに付着し易い。
　Ｆ1＝－２πγＤ・・・（１）（γは液体の表面張力であり、Ｄは塵埃粒子の粒径であ
る）
　このように液架橋力Ｆ１は、光入射面１８Ｓと塵埃粒子との接触部に液体が凝集した場
合の液架橋により生じる力である。よって、撥水撥油性膜４０で光入射面１８Ｓを覆い、
撥水撥油性膜４０の表面４０Ｓへの水や油の付着を抑制すると、液架橋力Ｆ1による塵埃
粒子の付着を低減できる。
【００２４】
　撥水撥油性膜４０は、例えば、フッ素を含有する有機ケイ素ポリマー、フッ素を含有す
る有機、又は無機化合物、有機－無機ハイブリッドポリマー、フッ化ピッチ（例えばＣＦ
ｎ（ｎ：１.１～１．６））、フッ化グラファイト等で形成される。これらのフッ素化合
物の少なくともいずれかを含む撥水撥油性膜４０は、撥水、および撥油性能に優れるから
である。
【００２５】
　有機ケイ素ポリマーの例としては、フルオロカーボン基を有するフッ素含有シラン化合
物を加水分解して得られるポリマーが挙げられる。フッ素含有シラン化合物としては、Ｃ
Ｆ３(ＣＦ２) ａ(ＣＨ２)２ＳｉＲｂＸｃ・・・（２）（ただしＲはアルキル基であり、
Ｘはアルコキシ基又はハロゲン原子であり、ａは０～７の整数であり、ｂは０～２の整数
であり、ｃは１～３の整数であり、かつｂ + ｃ ＝ ３である）により表される化合物が
挙げられる。
【００２６】
　式（２）により表される化合物の具体例として、ＣＦ３(ＣＨ２)２Ｓｉ(ＯＣＨ３)３、
ＣＦ３(ＣＨ２)２ＳｉＣｌ３、ＣＦ３(ＣＦ２)５(ＣＨ２)２Ｓｉ(ＯＣＨ３)３、ＣＦ３(
ＣＦ２)５(ＣＨ２)２ＳｉＣｌ３、ＣＦ３(ＣＦ２)７(ＣＨ２)２Ｓｉ(ＯＣＨ３)３、ＣＦ

３(ＣＦ２)７(ＣＨ２)２ＳｉＣｌ３、ＣＦ３(ＣＦ２)７(ＣＨ２)３ＳｉＣＨ３(ＯＣＨ３)

２ 、ＣＦ３(ＣＦ２)７(ＣＨ２)２ＳｉＣＨ３Ｃｌ２等が挙げられる。有機ケイ素ポリマ
ーとして市販品を用いてもよく、例えばＸＣ９８-Ｂ２４７２（GE東芝シリコーン株式会
社製）等が使用可能である。
【００２７】
　フッ素含有有機化合物としては、例えばフッ素樹脂が挙げられる。フッ素樹脂としては
、フッ素含有オレフィン系化合物の重合体、並びにフッ素含有オレフィン系化合物および
これと共重合可能な単量体からなる共重合体が挙げられる。そのような（共）重合体とし
て、ポリテトラフルオロエチレン、テトラエチレン－ヘキサフルオロプロピレン共重合体
、エチレン－テトラフルオロエチレン共重合体、テトラフルオロエチレン－パーフルオロ
アルキルビニルエ－テル共重合体、エチレン－クロロトリフルオロエチレン共重合体、テ
トラフルオロエチレン－ヘキサフルオロプロピレン－パーフルオロアルキルビニルエーテ
ル共重合体、ポリクロロトリフルオロエチレン、ポリビニリデンフルオライド、ポリフッ
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化ビニル等が挙げられる。フッ素樹脂として市販のフッ素含有組成物を重合させたものを
使用してもよい。市販のフッ素含有組成物としては、例えば、オプスター（ジェイエスア
ール株式会社製）、サイトップ（登録商標・旭硝子株式会社製）等が挙げられる。
【００２８】
　フッ素含有無機化合物としては、例えば、ＬｉＦ、ＭｇＦ２、ＣａＦ２、ＡｌＦ３、Ｂ
ａＦ２、ＹＦ３、ＬａＦ３およびＣａＦ３などが挙げられる。これらのフッ素含有無機化
合物は、例えばキャノンオプトロン株式会社から入手できる。
【００２９】
　フッ素を含有する有機－無機ハイブリッドポリマーの例としては、フルオロ脂肪族基含
有不飽和エステル単量体および不飽和シラン単量体の共重合体、フルオロカーボン基を有
する有機ケイ素ポリマーが挙げられる。
【００３０】
　撥水撥油性膜４０の物理膜厚は０．４～１００ｎｍであることが好ましく、１０～８０
ｎｍであることがより好ましい。撥水撥油性膜４０の物理膜厚が０．４～１００ｎｍの範
囲内であれば、防塵性を保ちつつ、必要な光を十分に透過させることができる。これに対
し、撥水撥油性膜４０の物理膜厚が、０．４ｎｍ未満であると撥水撥油性が不十分となり
、１００ｎｍを超えると、光透過性が不足するおそれがあるとともに、撥水撥油性膜４０
表面４０Ｓにおける、後述の表面抵抗が大きくなって防塵性能が低下する可能性がある。
【００３１】
　撥水撥油性膜４０は、フッ素含有無機化合物を材料とする場合、真空蒸着法、スパッタ
リング法、イオンプレーティング法等の物理蒸着法、熱ＣＶＤ、プラズマＣＶＤ等の化学
蒸着法等により形成される。また、フッ素含有有機化合物およびフッ素を含有する有機－
無機ハイブリッドポリマーを材料とする場合は、ディップコート法、スピンコート法、ス
プレー法、ロールコート法、スクリーン印刷法等の塗布法により形成することができる。
塗布法により形成する場合は、得られる膜の強度を増す目的で、塗布後、乾燥により溶媒
等を除去することが好ましい。乾燥方法としては、風乾、熱風乾燥、加熱乾燥など、慣用
されている方法を用いることができる。塗布法における乾燥条件は、基材の耐熱性等に応
じて適宜選択すれば良い。
【００３２】
　撥水撥油性膜４０の下側には、バインダ膜４２、および微細凹凸膜４８（凹凸膜）が積
層されている。バインダ膜４２は、撥水撥油性膜４０と微細凹凸膜４８との密着性を向上
させるために用いられ、例えば酸化ケイ素により形成される。バインダ膜４２の物理膜厚
は、５～５００ｎｍであることが好ましく、１０～４００ｎｍであることがより好ましい
。バインダ膜４２の物理膜厚が５ｎｍより薄いと密着性が十分に向上せず、５００ｎｍよ
り厚いと光学特性に影響を与える可能性があるとともに、撥水撥油性膜４０の表面４０Ｓ
における、後述の表面抵抗が大きくなって防塵性能が低下し得るからである。バインダ膜
４２は、撥水撥油性膜４０をフッ素含有無機化合物から形成する場合（段落［００３１］
参照）と同様の方法により形成することができる。
【００３３】
　微細凹凸膜４８は、積層体２４の表面、すなわち撥水撥油性膜４０の表面４０Ｓに微細
な凹凸を形成するために設けられている。表面４０Ｓに凹凸が形成されると、塵埃粒子と
表面４０Ｓとの距離が保たれ、両者間の分子間力が小さくなる。この結果、塵埃粒子の表
面４０Ｓへの付着を防止することができる。微細凹凸膜４８は、表面４０Ｓにおいて効果
的に凹凸を形成するために、撥水撥油性膜４０とＹＡＧレーザカットフィルタ１８との間
で、バインダ膜４２を除くと撥水撥油性膜４０のすぐ下側に配置されることが好ましい。
【００３４】
　なお、微細凹凸膜４８においては、微細な凹部および凸部が、ランダムに配置されてい
る。このため、積層体２４を透過する照明光によりＣＣＤ１２で生成される画像のモアレ
発生が防止される。
【００３５】
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　微細凹凸膜４８の表面粗さは、撥水撥油性膜４０の表面４０Ｓにおける三次元平均表面
粗さＳＲａが、１～１００ｎｍ、好ましくは８～８０ｎｍ、より好ましくは１０～５０ｎ
ｍとなるように調整されている。これは、表面４０ＳにおけるＳＲａが１ｎｍ以上である
と、分子間力による塵埃粒子の表面４０Ｓへの付着を十分に防止できるのに対し、１００
ｎｍを超えると、積層体２４に入射する光の散乱が発生してしまうおそれがあるためであ
る。
【００３６】
　微細凹凸膜４８は、酸化ケイ素、アルミナ、アルミニウム水酸化物、亜鉛酸化物、およ
び亜鉛水酸化物等により形成されることが好ましく、特に好ましくは酸化ケイ素（シリカ
）により形成される。これは、酸化ケイ素の微細凹凸膜４８は、撥水撥油性膜４０との密
着性が良好であるためにバインダ膜４２が不要となり、内視鏡撮像ユニット１０の構造の
簡素化と耐久性の向上が可能だからである。
【００３７】
　ＹＡＧレーザカットフィルタ１８の材質は、主として金属酸化物であり、例えば酸化チ
タン、酸化アルミニウム、酸化ジルコニウム、酸化ケイ素等である。特に、ＹＡＧレーザ
カットフィルタ１８は、酸化チタンと酸化ケイ素との積層膜であることが好ましい。この
ようにＹＡＧレーザカットフィルタ１８は、通常、金属酸化物等の誘電膜を有する誘電体
である。
【００３８】
　誘電膜を有するＹＡＧレーザカットフィルタ１８の光入射面１８Ｓを露出させた場合、
微細な塵埃が吸着され易くなる。そこで積層体２４は、帯電防止層５０を含む。帯電防止
層５０を用いて表面抵抗を十分に小さくすることにより、内視鏡撮像ユニット１０の防塵
性を向上させるためである。この帯電防止層５０により、表面４０Ｓにおける表面抵抗は
、１×１０１４Ω／□以下に抑えられることが好ましく、１×１０１２Ω／□以下である
ことがより好ましい。
【００３９】
　帯電防止層５０は、例えば、ＩＴＯ（Indium Tin Oxide）、ＡＴＯ（Antimon Tin Oxid
e）などによる無機膜、もしくは金属酸化物粒子を含有する有機膜で形成される。これら
のうち、帯電防止層５０は無機膜で形成されていることが好ましい。無機膜であれば、帯
電防止層５０の耐熱性を向上させることができ、かつ積層体２４の製造時において、上述
の材質の微細凹凸膜４８等とともに同時に積層させることができ、製造工程の効率化が図
られるからである。
【００４０】
　本実施形態において、帯電防止層５０は、ＹＡＧレーザカットフィルタ１８内に配置さ
れている。すなわち、層構造を有するＹＡＧレーザカットフィルタ１８の層間に、帯電防
止層５０が積層されている。このように、帯電防止層５０をＹＡＧレーザカットフィルタ
１８の一部とした場合、内視鏡撮像ユニット１０の光学特性を向上させることが容易であ
るが、撥水撥油性膜４０のすぐ下側、もしくは微細凹凸膜４８とＹＡＧレーザカットフィ
ルタ１８との間に帯電防止層５０を配置しても良い。
【００４１】
　帯電防止層５０に蓄積された静電気は、図２においては省略されているアース線３２（
図１参照）によりプロセッサ側に放電される。このため、長期間の使用で帯電防止層５０
に蓄積された電荷により、表面４０Ｓにおける表面抵抗が増加してしまうことが防止され
、表面４０Ｓの防塵性能は良好なまま維持される。
【００４２】
　また、内視鏡撮像ユニット１０には、ＣＣＤ１２の撮像面１２Ｓの前面側に、視感度補
正フィルタ２６、および赤外カットガラス２８が設けられているが、これらは必要に応じ
て除かれても良い。また、これらの代わりに、もしくはこれらに加えて、光学ローパスフ
ィルタ（図示せず）等が内視鏡撮像ユニット１０に含まれても良い。赤外カットガラス２
８の代わりに赤外カットフィルタを用いても良い。
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　以上のように本実施形態によれば、ＹＡＧレーザカットフィルタ１８の光入射面１８Ｓ
を覆う、撥水撥油性膜４０、微細凹凸膜４８、および帯電防止層５０を設けることにより
、内視鏡撮像ユニット１０の表面、主として表面４０Ｓに塵埃が付着することが防止され
るとともに、表面４０Ｓに付着した場合には塵埃をブロア等により容易に除去することが
できる。
【００４４】
　さらに本実施形態では、ＹＡＧレーザカットフィルタ１８の光入射面１８Ｓに積層体２
４を形成するという、簡易な工程で防塵性能を向上させることができる。このため、塵埃
が付着し易い既存のＹＡＧレーザカットフィルタ１８に対して積層体２４を形成し、塵埃
の付着を防止することも容易である。
【００４５】
　次に、第２の実施形態につき説明する。図３は、本実施形態における内視鏡撮像ユニッ
ト１０を拡大して示す断面図である。
【００４６】
　本実施形態の内視鏡撮像ユニット１０においては、ＹＡＧレーザカットフィルタ１８の
光入射面１８Ｓは、撥水撥油性膜４０のみによって覆われている。このように撥水撥油性
膜４０のみを設けた場合でも、上述のように、表面４０Ｓに塵埃が付着することを防止で
きる。
【００４７】
　そして本実施形態では、ＹＡＧレーザカットフィルタ１８の防塵のために必要な工程は
、撥水撥油性膜４０を形成することだけであり、より簡便な方法で防塵効果が得られると
いう利点がある。
【００４８】
　内視鏡撮像ユニット１０に含まれる各部材の材質、配置、および製法は、いずれの実施
形態にも限定されない。例えば、第１の実施形態における帯電防止層５０を第２の実施形
態の内視鏡撮像ユニット１０に加えても良い。また、内視鏡撮像ユニット１０を、ＹＡＧ
レーザカットフィルタ１８以外のフィルタ、例えば、誘電膜を含むために塵埃が付着し易
く、付着防止が望まれる赤外カットフィルタなどに適用しても良い。
【図面の簡単な説明】
【００４９】
【図１】第１の実施形態における、内視鏡撮像ユニットが設けられたスコープの先端部を
示す断面図である。
【図２】第１の実施形態における、内視鏡撮像ユニットを拡大して示す断面図である。
【図３】第２の実施形態における、内視鏡撮像ユニットを拡大して示す断面図である。
【符号の説明】
【００５０】
　１０　内視鏡撮像ユニット
　１２　ＣＣＤ（撮像素子）
　１８　ＹＡＧレーザカットフィルタ（レーザカットフィルタ）
　１８Ｓ　光入射面
　２４　積層体
　２６　視感度補正フィルタ（光学フィルタ）
　２８　赤外カットガラス（光学フィルタ）
　３２　アース線（アース部材）
　４０　撥水撥油性膜
　４８　微細凹凸膜（凹凸膜）
　５０　帯電防止層
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